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【緒言】電気光学（EO）ポリマー光デバイスは、高い変調効率を有し、かつ低誘電率であるため、広

帯域化に有利である。特に、π電子共役構造のドナー電子特性を増強した FTC 系色素は高い EO 性能

を示すことが報告されており、低消費電力・高速光デバイスへの応用が期待される[1,2]。これまで、

我々は、この高性能色素を用いた EO ポリマー光導波路と高周波電極を組合せた EO ポリマー光導波路

デバイスを試作し、高周波における位相変調応答を報告してきた [3]。今回、マッハ・ツェンダー干渉

計型(MZI) 光導波路にしたデバイスを試作し、その高周波動作等を評価したので報告する。 

【光導波路デバイスの試作】図 1 に試作したデバイスの構造を示す。主な構成や作製方法は前報[3]同
様である。コア層に EO ポリマー、クラッド層に有機シリカ材料を用いた埋込み逆リッジ型光導波路で、

光導波路分岐部に Y 分岐構造を用いた MZI を構成した。高周波電極はマイクロストリップ線路(MSL)
とし、電気信号の給電部分にはコプレーナ線路(CPW)-MSL 変換回路を設けた。 

【試作デバイスの評価】試作したデバイスチップに、10Gbps PRBS 信号を GSG プローブを用いて入力

し、波長 1.55 m の CW 光をマイクロレンズ付ファイバにて TM 偏波で入射して、変調光アイパター

ンを測定した。入力電気信号と変調光のアイパターンを図 2 に示す。図のとおり明瞭なアイ開口が確

認できた。 
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図 2  10Gbps アイパターン a) 変調光，b)入力電気信号 
図 1  試作デバイスの作用部断面図と 
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